
す
る
。
遺
物
は
一
括
廃
棄
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
を
呈
し
て
お
り
、
芳
原
城
の
消

長
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
護
符
の
出
土
状
況
で
あ
る
が
、
出
土
地
点
は
城
山
の
南
東
端
に
あ
た
る

南
堀
の
東
端
部
の
植
物
腐
植
土
層
上
よ
り
他
の
遺
物
と
共
に
出
土
し
て
い
る
。

表
向
き
で
護
符
の
上
を
北
に
向
け
、
ほ
ば
水
平
な
状
況
で
出
土
し
て
い
る
。
他

に
護
符
に
関
係
す
る
よ
う
な
付
属
遺
物
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
他
の
呪
具
と
も

一
〇
ｍ
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
應
二
年
（穿
ひ

①
　
　
（梵
字
）奉
轄
讀
大
般
若
経

一
部
　
　
　
　
　
ｏ

七
月
　
　
　
　
」
饉
赴
算
釦

上
端
は
山
形
を
な
し
下
端
の
右
角
を
斜
に
切

っ
て
い
る
。
下
か
ら
五

・
三
伽

の
と
こ
ろ
に
四
硼
の
円
孔
を
穿

っ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

宅
間

一
之

「
芳
原
城
跡

一
試
考
」
Ｑ
土
佐
史
談
』
一
五
六
号
　
土
佐
史
談
会
　
一

九
八
一
年
）

宅
間

一
之

「
芳
原
城
跡
」

（『中
世
の
呪
術
資
料
』
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査

研
究
所

。
広
島
考
古
学
研
究
会

一
九
八
四
年
）

高
知
県
毅
育
委
員
会

『芳
原
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
盆

九
八
四
年
）

（出
原
恵
三
）

福
岡
。
大
宰
府
跡

余
丁
地
５

所
在
地
　
　
　
福
岡
県
太
宰
府
市
大
字
観
世
音
寺
字
不
丁

調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
Ｘ
二
月
ぞ

一
九
八
四
年
（昭
５９
三
二
月

発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

調
査
担
当
者
　
石
松
好
雄
ほ
か

遺
跡
の
種
類
　
官
行
跡

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

遺
跡
お
よ
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
宰
府
史
跡
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
結
果
、　
政
庁
地
区

（都
府

楼
跡
）
の
前
面
で
は
、　
中
軸
線
上
に
予
想
さ
れ
た
朱
雀
大
路
的
道
路
の
遺
構
が

存
在
せ
ず
、
広
場
的
な
性
格
を

も
つ
空
間
地
で
あ

っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
の
東

側
の
日
吉
地
区
で
は
一
一
棟
分

の
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
、

八
世
紀
前
半
代
か
ら
官
衛
域
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
今
回
の
調
査
地
は
広
場

に
西
隣
し
、
政
庁
地
区
の
西
南

7654321

(太宰府)
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隅
に
接
す
る
が
、
こ
こ
の
不
丁
と
い
う
小
字
名
が

「府
庁
」
に
音
通
す
る
こ
と

か
ら
、
す
で
に
政
庁
関
係
施
設
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
り
、　
一

九
七

一
年
の
第

一
七
次
調
査
で
は
二
間
×
七
間
の
南
北
棟
礎
石
建
物
跡
を
検
出

し
て
い
た
。

今
回
の
調
査
は
太
宰
府
市
の
観
世
音
寺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な

う
も
の
で
、
不
丁
地
区
の
西
半
分
の
約
六
〇
〇
〇
ポ
に
つ
い
て
の
べ
七
次
に
わ

た
っ
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
計
二
三
棟
の
掘
立
柱
建
物
跡
を
検
出
し
、

前
述
の
想
定
が
証
明
さ
れ
た
。
現
在
、
東
側
の
日
吉
地
区
官
衝
域
に
対
し
て
、

便
宜
的
に
不
丁
地
区
官
衝
域
と
称
し
て
い
る
が
、
政
庁
前
面
地
区
で
は
、
広
場

を
は
さ
ん
で
東
西
の
両
側
に
政
庁
関
係
施
設
が
並
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
掘
立
柱
建
物
は
同
時
期
に
併
存
し
た
も
の
で
は
な
く
、
遺
構
の

重
複
な
い
し
位
置
関
係
な
ど
か
ら
大
き
く
三
期
に
分
け
ら
れ
、
出
土
遺
物
か
ら

見
て
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
八
世
紀
代
に
属
し
、
九
世
紀
前
半
代
に
は
掘
立
柱
建

物
か
ら
礎
石
建
物
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
建
物
跡
の
ほ
か
に
、
柵

。
溝

。
井
戸

・
土
羨
な
ど
の
遺
構
を
検

出
し
た
が
、
木
簡
は
す
べ
て
調
査
区
の
東
端
部
で
検
出
し
た
南
北
溝
か
ら
出
土

し
た
。
こ
の
溝
は
政
庁
中
軸
線
か
ら
西
へ
約
七
二
ｍ
に
位
置
し
、
全
長
は
確
認

で
き
な
い
が
、
幅
が
五
ｍ
前
後
、
深
さ
は
一
ｍ
前
後
の
も
の
で
、　
一
部
で
は
護

岸
の
た
め
の
丸
杭
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
不
丁
地
区
官
衛
域
の
東

限
を
画
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
こ
か
ら
の
出
土
遺
物
は
い
ず
れ
も
八
世

紀
前
半
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
こ
れ
は
八
世
紀
前
半
代
に

開
塗
さ
れ
、
こ
の
世
紀
中
葉
の
天
平
末
年
ご
ろ
に
は
埋
没
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

出
土
遺
物
は
各
種
の
上
器
を
は
じ
め
、
瓦
や
陶
磁
器
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る

が
、
木
筒
と
同
じ
溝
か
ら
は
鉄
滓

・
輔
羽
日
・
靖
蝸
な
ど
の
製
鉄
関
係
遺
物
も

出
上
し
て
い
る
。
ま
た
墨
書
土
器
の
器
形
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
硯
と
し
て
使

用
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は

「久
女
」

「戊
寅
」

「
三
宅
」

「膳
」

「
申
」

「
高
杯
」
お
よ
び

「大
城
」
な
ど
の
文
字
が
墨
書
さ
れ
、　
こ
の
ほ
か
に

判
読
で
き
な
い
も
の
も
数
点
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

「戊
寅
」

を
木
簡
と
同
時
期

の
千
支
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、　
天
平

一
〇
年

（七
三
八
）
に
当
た
る
。　
ま
た

「
大
城
」
に
つ
い
て
は
、
『
万
巽
集
』
で
は
大
野
城
が
築
か
れ
た
四
王
寺
山
の
こ

と
を
大
城
山
と
詠
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
の
で

（万
十
一
四
七
四
）、　
あ
る
い
は
大

野
城
な
い
し
四
王
寺
山
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

前
述
の
よ
う
に
、
木
衝
は
す
べ
て
南
北
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
総
点
数

は
一
一
四
点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
調
査
次
ご
と
の
出
土
点
数
を
あ
げ
る
と
、
第

八
三
次
が
三
点
、
第
八
四
次
が

一
点
、
第
八
五
次
が
五
八
点
、
第
八
七
次
が
五

二
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
八
七
次
分
は
年
度
末
に
出
上
し
た
も
の
で
あ
り
、

い
ま
だ
整
理
が
完
了
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
報
告
を
割
愛
す
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
六
二
点
に
つ
い
て
型
態
的
に
分
類
す
る
と
、
〇

一
一
型
式
が

一
点
、
〇

一
九
型
式
が

一
点
、
〇
三
二
型
式
が
八
点
、
〇
三
三
型
式
が

一
点
、

〇
三
九
型
式
が

一
一
点
、
〇
五

一
型
式
が

一
点
、
〇
六
五
型
式
が
二
点
、
〇
八

一
型
式
三
〇
点
そ
し
て
〇
九

一
型
式
が
七
点
と
な
る
。
な
お
、
〇
八

一
型
式
の



中
に
は
そ
の
原
形
が
〇

一
一
型
式
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
五
点
、
同
じ
く
〇
三

二
型
式
が
二
点
含
ま
れ
て
い
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
に
墨
書
さ
れ
た
文
字
に
つ
い
て
見
る
と
、
少
な
く
と
も

一
字

以
上
を
判
読
で
き
る
も
の
は
二

一
点
に
す
ぎ
ず
、
損
傷
や
墨
が
薄
い
た
め
に
判

読
が
困
難
な
も
の
が

一
二
点
、
わ
ず
か
な
墨
痕
が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
具
体
的

な
文
字
を
想
定
で
き
な
い
も
の
が

一
九
点
、
墨
痕
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
も
の

が

一
〇
点
に
分
類
で
き
る
。
墨
痕
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
中
に
は
〇
三
二
型

式
が
五
点
、
〇
三
九
型
式
が
二
点
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
成
形
さ
れ

た
だ
け
で
未
使
用
の
可
能
性
の
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
大
学
府
に
お
け
る
木
筒

の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
る
資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
二

一
点
の
釈
文
を
か
か
げ
よ
う
。

ω　。「兵士合ュ十九人瑚役瑚一四一人益霜射翠時寸

名
天
平
六
年
四
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
」
］Ｎマ
トマ
ト
許

②

　

「□
　
尊
者
上
座
者
火
急
殿
門
進
上
宜
　
須
良
状
×

（∞ヽ
中）
×
∞牌
ヌ
］
　
Ｏω牌

①
　
・
×
造
廉
造
造
造
聴
造
□
麻
□
×

・
×
□

『
大
豆
五
斗
』
造
造
購
大
×
　
　
　
　
（∞ё
逢
マ
”
ｏ曽

⑭

　

「＜
糟
屋
郡
紫
草
廿
根
」
　
　
　
　
　
　
　
　
い∞露
］ズ
ト
ｏ鱈

0).l10⑪

　

・

ハ
η
ｈ
撃

「＜
岡
賀
郡
紫
草
□
回
」

軍
岡
纂
艶
辟
×

「＜
岡
賀
郡
紫
×

名
＜
夜
須
郡
苫
董
張
　
　
」

名
＜
　
調
長
大
神

マ
道
祖
」

「
肥
前
國
松
浦
郡
神
戸
調
薄
綾
×

・
×
四
月
三
月
体
□
花
廿
□

「
二
月
十
日
　
　
□
夫
十

一

（中ヽ
∞）
×
（∽∞）
×
ト

日
井
十
三
日
十
九
」

Ｏ
ω
十
Ｐヽ
∪
×
（じ
×
釦

|1斗

鞭朋式瀕�

出剖

対誨坤||1喪薄MIl□ ×

丼‖ゆ田き 薄ヽ�□×

□□翼討コ雪□�革□×

占糾部試就絲F匠コ×

μ
∞
Ｎ
Ｘ

”
μ
Ｘ

卜
　
　
Ｏ
ф
的

（
ド
Ｐ
Ｏ
）
×

］
∞
×

卜
　
　
Φ
∞
Φ

（
∞
∞
）
Ｘ

μ
∞
Ｘ

”
　
　
〇
∞
Φ

μ
］
〇
×

］
Ｏ

Ｘ

”
　

〇
∞
］

牌
ト
ト

Ｘ

］
卜

×

卜

　

〇
∞
牌

（
μ
∞
『
）
×

卜
∞
Ｘ

∞
　
　
〇
∞
μ

③

冨
課
畿
辟
登
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⑬
　
。
×
府
ロ
カ
附
狗
附
附
附
府
府
喚

□
　
喚
□

喚

喚
　
喚
　
喚
件

・
×
□
喜
Ｍ
基
Ｍ

〔
γ
迪
〕
漸
Ｍ
漸
Ｍ
Ｍ
漸
漸
Ｍ

⑭
　
。
「□

豊
前
國
豊
代
□
□

名
果
安
安
安
如
如

占
ツ
治
半

×
□
□
拾
試
□
×

〔四
ヵ
〕

×
□
斗

一
升
」

×
大
野
郡
黒
葛
」

×
薄
鰻
×

×
由
Ｔ
由
止
中
×

×
祭
祀
□

×

×
三
麦
回
三
麦
×

l161llD
ハ
ツ
治
学

（〕卜∞）
×
（∞μ）
Ｘ
∞　　Φ∞騨

（ω
枷〇）
〉ハ中
∞）
〉〈囀　　〇∞μ

（∞Ｎ）
Ｘ
（Ｐ］）
Ｘ
］　　〇∞μ

（Φ卜）
×
］Φ
×
卜
　
〇∞μ

（ヽ
ω）
×
μΦ
×
や
　
〇∞μ

（”ω）
×
中
ψ
×
卜
　
〇∞μ

（頓⇔）
×
（μ『）
×
〕
　
ＯΦ
μ

（『卜
）
Ｘ
（牌∞）
×
∞
　
〇
∞μ

（μΦＯ）
×
］〇
×
卜
　
〇∞
Ｐ

さ
て
、
出
土
木
簡
の
う
ち
判
読
で
き
た
も
の
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
い

こ
れ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
注
目
す
べ
き
内
容
を
も
つ
も
の
が
少
な

く
な
い
。
以
下
、
若
千
の
補
足
を
行
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
、
ω
の
表
面
は
腐
蝕
が
著
し
く
、
墨
は
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
消
え

て
い
る
が
、
そ
の
跡
が
若
千
盛
り
上
が

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
判
読

で
き
た
。
数
宇
は
い
ず
れ
も
兵
士
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

「
人
」

字
が
記

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
内
容
的
に
は
大
学
府
に
上
番
す
る
兵
士
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
察
知
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
こ
と
は
明
ら

か
で
な
い
。
天
平
六
年
は
七
三
四
年
に
当
た
り
、
大
宰
府
史
跡
出
上
の
紀
年
銘

を
有
す
る
も
の
と
し
て
は
こ
れ
が
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

①
の

「
大
豆
五
斗
」
は
異
筆
で
、
削
り
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
他
に

先
行
す
る
よ
う
で
あ
る
。
何
ら
か
の
文
書
木
簡
が
用
済
み
に
な
っ
て
習
書
用
に

転
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
は
表
裏
を
反
対
に
み
な
す
べ
き
か
も

し
れ
な
い
が
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

④
ｌ
①
は
い
ず
れ
も
紫
草
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
こ
で
は
割
愛
し
た
第

八
七
次
調
査
出
土
木
簡
の
中
に
も
⑭
と
同
筆
同
文
の
も
の
な
ど
紫
草
に
関
す
る

も
の
が
数
点
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
世
上
し
た
こ
と
は
今
回

の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
紫
草
は
ム
ラ
サ
キ
科
の
多
年
草

で
あ
る
が
、
古
来
そ
の
根
は
紫
色
の
染
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
天
平
九
年
の

『
豊
後
国
正
税
帳
』

に
よ
れ
ば
、　
同
国
で
は
紫
草
園
が
経
営
さ
れ
、
国
司
の
部

内
巡
行

一
四
度
の
う
ち
三
度
が
そ
れ
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
す
べ



て
国
守
み
ず
か
ら
巡
行
し
、
と
く
に
第
二
度
目
は
大
宰
府
使
の
紫
車
園
検
校
に

同
行
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

賦
役
令
で
は
調
副
物
と
し
て
正
丁

一
人
に
紫
三
両
と
規
定
さ
れ
、
ま
た

『延

喜
式
』
民
部
上
で
は
交
易
雑
物
と
し
て
甲
斐
国
な
ど

一
〇
国
に
紫
草
の
貢
進
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
大
宰
府
に
は
五
六
〇
〇
斤
、
さ
ら
に
年
料
別
貢
雑
物

と
し
て
日
向

。
大
隅
両
国
に
合
計
二
六
〇
〇
斤
の
紫
草
と
大
宰
府
に
染
造
し
た

各
種
の
布
吊
類
の
貢
進
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大
宰
府
は
染
料
と
し

て
の
紫
草
を
貢
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
布
畠
類
を
染
造
し
て
そ
れ
を
貢
進
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
担
当
し
た
の
が
貢
上
染
物
所
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
名

は
天
長
三
年

（八
一一一〇

一
一
一月
三
日
の
官
符
に
初
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
職

員
令
に
は
こ
れ
に
か
か
わ
る
よ
う
な
職
掌
を
有
す
る
官
人
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の

存
在
が
い
つ
ま
で
さ
か
の
ば
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
そ
の
単
位
と
し
て

『
延
喜
式
』

な
ど
の
斤
両
に
対
し
て
⑭
で
は
根
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、　
前
者

は
染
料
と
し
て
の
紫
車
を
量
る
単
位
と
し
て
、
後
者
は
い
ま
だ
植
物
の
状
態
に

あ
る
そ
れ
を
数
え
る
単
位
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
見
え
る
三
郡
は
い
ず
れ
も
筑
前
国
に
属
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
岡

賀
郡
は
遠
賀
郡
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』

神
武
即
位
前
紀
甲
寅
年

一
一

月
甲
午
条
に
は

「開
水
門
」、

『続
日
本
紀
』

天
平

一
二
年
九
月
戊
申
条
に
は

「
遠
珂
郡
家
」
な
ど
が
見
え
、
『延
喜
式
』
民
部
上
で
は

「遠
賀
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
フ
カ
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
岡
賀

と
い
う
表
記
は
初
見
の
よ
う
で
あ
り
、
満
か
ら
遠
賀

へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
表

記
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
「
岡
」
字
は
具
体
字
を
用
い
て
い
る
。

⑨
の
夜
須
郡
も
筑
前
国
に
属
す
る
。
賦
役
令
は
苫
を
調
副
物
の
一
つ
と
し
て

い
る
が
、
『
延
喜
式
』
主
計
上
で
は
中
男
作
物
と
さ
れ
て
い
る
。
養
老
元
年

（七

一
七
）
に
調
副
物
な
ど
を
廃
し
て
中
男
作
物
を
課
す
よ
う
に
改
制
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
木
簡
の
下
限
時
期
は
そ
の
前
後
で
あ
ろ
う
。
調
長
は
弘
仁

一
三
年

（八
一一一一）
閏
九
月
二
〇
日
の
官
符
に
見
え
る
。

⑩
の
神
戸
に
つ
い
て
は

『新
抄
格
勅
符
抄
』
所
載
の
大
同
元
年

（八
〇
一０
牒

に
大
宰
神
封
と
し
て

「
田
嶋
神
十
六
戸
胆
削
国
」

が
見
え
る
。　
田
嶋
神
社
は
現

在
佐
賀
県
東
松
浦
郡
呼
子
町
加
部
島
に
鎮
座
す
る
式
内
社
で
あ
り
、
確
証
が
存

す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
神
戸
が
そ
の
封
戸
で
あ

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
木
簡
は
文
書
的
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
神
祗
令
に
い
う

「
国
司
検

校
申
送
所
司
」
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑪
は
一
種
の
歴
名
で
あ
り
、
今
回
出
土
木
簡
の
中
で
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
見
え
る
四
氏
は
い
ず
れ
も
周
知
の
氏
名
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
遠
賀
郡
を

本
貫
と
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
木
簡
は
初
見
史
料
で
あ
る
。
こ
の
歴
名
の

分
析
や
表
裏
の
関
係
な
ど
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

⑫
は
何
ら
か
の
集
計
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。
⑭

の

「豊
前
図
」
に
は
意
味
が
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
「
豊
代
」

の
意
味
は

明
ら
か
で
な
い
。
地
名
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
⑬
や
⑩
と
同
じ
よ
う
に
、
習
書
で
あ
ろ
う
。

０
の
大
野
郡
は
豊
後
国
で
あ
る
。
黒
葛
は
、

賦
役
令
で
は
調
副
物
、

『
延
喜



1983年出上の木簡

式
』
主
計
上
で
は
中
男
作
物
と
さ
れ
、
西
海
道
で
は
肥
後

。
豊
前

・
豊
後
の
三

国
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の
弘
仁

一
三
年
官
符
に
は

「
採
黒
葛
丁
国

型

天
」
と
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
今
回
出
土
し
た
木
筒
で
は
い
わ
ゆ
る
付
札
類

が
二
〇
点
あ
り
、
こ
れ
に
そ
の
原
形
が
付
札
類
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
三

点
を
含
め
る
と
、
全
体
の
三
分
の
一
強
を
占
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
大

学
府
の
性
格
か
ら
し
て
、
そ
の
出
土
は
決
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
く
、
む

し
ろ
当
然
と
言
う
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
が
、
従
来
の
出
土
傾
向
で
は
そ
れ
の
占

め
る
割
合
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
比
較
的
に
ま
と
ま
っ
た
出
上
が
目
に

つ
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
出
土
点
数
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
あ
え
て
特

記
す
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
本
年
度
の
結
果

と
い
う
意
味
で
こ
の
こ
と
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

な
か
で
も
、
ほ
ば
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墨
痕
は
全
く

認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
五
点
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
れ
ら
の
面
は
い
ず
れ
も
き
れ
い
に
削
ら
れ
て
い
る
の
で
、
使
用
を
前
提

に
成
形
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
再
利
用
の
た
め
表
面
を
削
り
と

っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
断
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら

く
新
品
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
墨
書
を
意
識
し
て
削

っ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
い
ず
れ
も
四
を
五
剛
の
厚
さ
を
も
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
そ
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
荷
札
と
し
て
大
学
府
に
運
び
込
ま

れ
た
も
の
が
表
面
を
削
ら
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
大
宰
府

に
お
い
て
付
札
と
し
て
用
い
る
た
め
に
成
形
さ
れ
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
か
ら

未
使
用
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
①
ｌ
⑥
と
も
関
連
す
る
。
こ
れ
ら
に
は
郡
名
と
物
品
名
消
よ
び
そ
の

数
量
が
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
が
保
管
や
整
理
の
た

め
の
付
札
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
④
と

同
筆
同
文
の
も
の
が
見
ら
れ
る
し
、
ま
た
厳
密
に
分
析
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
紫
」

字
は
運
筆
な
ど
が
き
わ
め
て
近
似
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、　
こ
れ
ら
の

木
簡
は
大
宰
府
で
作
ら
れ
た
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『
大
宰
府
史
跡
―
昭
和
二
十
八
年
度
発
掘
調
査
概
報
』

（
一
九
八
四
年
）

（倉
住
靖
彦
）


